
 



 



 



 



 



 



 



“補⾜” 

 

ICB で飯を⾷っていくためには、⾃分⾃⾝がコンテンツホルダーになっていく
必要があります。これから「なっていく」必要があるのであって、既に「なっ
ている」必要があるわけではありません。 
 
 

なっていくために必要なのは、 

・興味・関⼼がある分野であること 
（悩みや痛み、フラストレーションなども含めて） 

・そこに情熱を注げること 

（途中で投げ出さない、探求・追及し続けられる情熱） 
 

 ・コンテンツホルダーになるためのステージに⽴つこと 
（ビジネスと教育の両視点でもってコンテンツを作る、というコミットと環境） 

 

これらの条件が揃っていれば、常⼈の何倍、何⼗倍の速度でその道のエキスパ
ートになることができます。 
 
 

興味関⼼があって、そこに情熱を注げるというのは⼤前提になりますが、そこに、
「他⼈に提供する」「他⼈に⾏動を起こさせ結果を出させる」という視点が加わ
ることで、ステージの次元が変わるわけです。 
 
 

普通の⼈は、興味関⼼情熱があっても、誰かのためにコンテンツを作るという
概念がありません。対価としてお⾦をもらうという概念もありません。だから、
その分野に詳しくはなれても、エキスパートにはなれないわけです。 



我々は違うということです。 
 
 

「コンテンツホルダーになる」と決めて、そのための環境に⼊るからこそ、教育者
⽬線を持った、読者に求められるエキスパートに数段⾶ばしで近づくことができる 

 

のです。 

 

それでも、少しだけ⾃分を⽴派に⾒せる演出など、いわば「背伸び」が要求さ
れる場⾯もありますが、だからこそ、さらに成⻑も加速するというものです。 

 

今はたとえ中途半端でも、ゼロでも、まったく問題ありません。 

 

興味・関⼼のある分野と情熱、そして、「コンテンツホルダーになって、稼ぐ」と
いう意識と環境さえあれば、ICB での成功は⼿の届くところに⾒えてきます。  
 
 

【Underground ICB Inner Circle】 
THE MIXTURE 

 
 

>>>お申込みはこちら<<< 
 

https://aun-official.com/resale/mixture_letter-info.html

